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Ⅰ 法人の特徴 
 

１．本学は、明治 42 年に開校した奈良女子高等師範学校を母体として、昭和 24 年国立学

校設置法の公布により発足した。新制大学となってからは、「女子の最高教育機関とし

て、広く知識を授けるとともに、専門の学術文化を教授、研究し、その能力を展開させ

るとともに、学術の理論及び応用を教授、研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄

与すること」を目的として教育研究活動を行っている。 

 

２．本学は、文学部、理学部、生活環境学部の文系理系がバランス良く配置された３学部

を擁し、さらに、高度な教育研究を担う学際的な研究を特色とする大学院人間文化研究

科を配置して、小規模ながらも個性ある教育・研究を推進することを目指している。 

  また、本学附属施設として、奈良女子高等師範学校時代の伝統を継ぐ附属学校（中等

教育学校、小学校、幼稚園）のほか、附属図書館、外９つのセンターを有している（別

添資料Ⅰ－１：運営機構図）。 

 

３．社会における女性の知的自立と知的展開能力の獲得を目指してきた本学は、時代状況

や社会の変化に柔軟に対応し、また、社会からの要請に応えるべく、４つの基本理念と

教育目標及び研究目標を掲げている（別添資料Ⅰ－２：教育目標及び研究目標）。 

   （資料Ⅰ－１：基本理念） 

基本理念 

  理念１ 男女共同参画社会をリードする人材の育成 

       ―女性の能力発現をはかり情報発信する大学へ― 

  理念２ 教養教育、基礎教育の充実と専門教育の高度化 

  理念３ 高度な基礎研究と学際研究の追究  

  理念４ 開かれた大学 

       ―国際交流の推進と地域・社会への貢献― 

 

４．本学は現在まで、平成 16 年度 21 世紀 COE プログラムに「古代日本形成の特質解明の

研究教育拠点」、現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP）は平成 17 年度「地域

の変革を促す女性人材育成プログラム－歴史的市街地に立地する大学を地域社会変革

の拠点とする」、平成 18 年度「可視化コンテンツクリエイタ養成プログラム」、平成 19

年度「古都奈良における生活観光―地域資源を活用した全学的教育プログラム」、「魅力

ある大学院教育」イニシアティブは平成 17 年度「生活環境の課題発見・解決型女性研

究者養成」、平成 18 年度「先端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成－21 世紀先端科

学技術と基礎科学のインターフェースをめざして」、平成 19 年度新たな社会的ニーズに

対応した学生支援プログラム（学生支援 GP）に「チャレンジする女性のキャリア形成支

援」、平成 18 年度科学技術振興調整費事業に「生涯にわたる女性研究者共助システムの

構築」が採択され、本学の教育研究が評価されている。 
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Ⅱ 中期目標ごとの自己評価 
 

１ 教育に関する目標(大項目) 
 

(１)中項目１「教育の成果に関する目標」の達成状況分析 

 
①小項目の分析 
 ○小項目１「教養教育・専門教育・キャリア教育の有機的連携を確保した教育システム

を構築することによって、豊かな人間性、幅広く深い教養、知的洞察力を養成すると

ともに、専門分野を学ぶのに必要な基礎学力を習得させ、課題探究能力や情報伝達能

力を十分に有する社会のリーダーとして活躍できる女性人材を養成する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画１－１「「教養科目群」、「基礎科目群」の２群から編成される「全学共通科目」を設

定し、全学的責任体制のもとに教養教育を実施する。」に係る状況 

   16 年度設置の教育計画室（別添資料１－１：各室概要）を中心に検討の結果、18

年度から学士課程教育を教養教育・専門教育・キャリア教育に再構築した。教養教育

については、18 年度に「全学共通科目」を「基礎科目群」、「教養科目群」の２群から

なる教養教育科目に再編し、教育計画室と各学部とが連携する全学的責任体制のもと

に教養教育を実施した（資料１－１：教養教育科目区分）。 

   （資料１－１：教養教育科目区分） 

人権教育 （日本国憲法など３科目） 

女性学的視点 （いのちと健康など４科目） 

地域と環境 （奈良のくらしと文化など２科目） 
主題科目 

キャリア教育への展開 （現代社会と職業） 

外国語科目 英語、フランス語、ドイツ語、中国語、韓国語、ロシア語 

日本語科目 （外国人留学生を対象） 

保健体育科目 健康運動実習（必修）、スポーツ実習（選択） 

基 礎 

科目群 

情報処理科目 情報処理入門Ⅰ、Ⅱ 

人間と文化 哲学の歴史など 23 科目 

生活と社会 社会学入門など 10 科目 

教養 

教育 

科目 

教 養 

科目群 
人間と自然 数学入門など 23 科目 

 

 

 計画１－２「高等学校教育・教養教育との連携を図りながら、専門分野の基礎となる学

力を習得させるとともに専門分野の高度化に対応できる能力を育成し、社会のリーダー

として活躍できる女性人材を養成する。」に係る状況 

   学士課程における専門教育では、文学部が「基礎演習」、理学部が「基礎理学科目群」、

生活環境学部が「自然科学系基礎教育科目」の初年次導入教育によって、高等学校教

育・教養教育との連携を図りながら、専門分野の基礎学力を習得させた。 

   専門分野の高度化に対応できる能力を育成し、社会のリーダーとして活躍できる女

性人材を養成するため、各関係学部では現代的教育ニーズ取組支援プログラム（以下、

「現代 GP」と略す。）に選定された「地域変革を促す女性人材育成プログラム」「可視

化コンテンツクリエイタ養成プログラム」「古都奈良における生活観光」の教育取組

を推進した。 

 

 

 計画１－３「女子学生のキャリア形成を支援するため、４年間一貫したキャリア教育を

実施する。」に係る状況 

   女子学生のキャリア形成を支援するため、16 年度から全学的なキャリア教育の授業

科目を順次開講し、18 年度にはキャリア教育科目を「キャリアプラン科目群」、「教職
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科目群」、「資格関連科目群」に再編し，４年間一貫したキャリア教育を実施した（資

料１－２：キャリア教育科目区分）。 

   教育計画室キャリア教育部会と就職支援室とが連携して、特別教育研究経費（教育

改革）を交付された「女性のためのキャリア教育プログラム開発推進事業」（17～19

年度）を推進した。 

     （資料１－２：キャリア教育科目区分） 

キャリアプラン科目群 現代社会と職業、専門職論、キャリアデザイン・ゼミナール

教職科目群 教員免許法の「教職に関する科目」 

キャリ

ア教育

科目 資格関連科目群 学芸員、学校図書館司書教諭資格取得のための科目 

 

 

 計画１－４「全学的推進体制のもと、専門的知識・能力を十分に活かすことができる進

路の確保、進路指導の充実に努める。さらに現代社会が要請する人材需要を的確に把握

し、新たな職業分野等に対応する。」に係る状況 

   就職支援室（別添資料１－１：各室概要、P3 参照）と各学部との連携による全学的

推進体制のもと、学生に対する各種就職活動支援行事等の企画・実施によって、専門

的知識・能力を十分に活かすことができる進路の確保、進路指導の充実に努めた。さ

らに現代社会が要請する人材需要を的確に把握するために就職活動の現状、採用市場

の動向等について、本学キャリア・アドバイザーや外部講師による就職指導担当教職

員研究会を実施し、新たな職業分野等への対応にも努めた。 

 

 

 計画１－５「教育の成果・効果に対する自己点検・評価、学生による授業評価、外部評

価、調査等を実施し、その結果を教育の質の向上に反映させるよう努める。」に係る状

況 

   教育の成果・効果に対して、全学的な自己点検・評価（H18）、文学部の自己点検・

外部評価（H19）、学生による授業評価アンケート調査（毎年）、大学評価・学位授与

機構による大学機関別認証評価（H19）、卒業生アンケート調査（毎年）、就職先アン

ケート調査（H18）等を実施した。学生による授業評価アンケート調査及び授業担当

教員に対するアンケート調査の結果は、英語クラス編成の改善、視聴覚教材の活用、

配布資料等の改善、教室設備の改善・充実等に、卒業生アンケート調査や就職先アン

ケート調査の結果は、キャリア教育や初年次導入教育の充実等に反映させ、教育の質

の向上に反映させるよう努めた（別添資料１－２：授業評価アンケート調査結果、別

添資料１－３：学生による「授業評価アンケート」自由記述に対するコメント）。 

 

 

 b)「小項目１」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 教養教育・専門教育・キャリア教育の有機的連携を確保した教育システ

ムを構築し、再編された教養教育、現代 GP を含む専門教育、４年一貫のキャリア教

育等を、卒業後の進路を視野に入れて教育の成果・効果を検証しつつ推進し、質の向

上に努めることによって、豊かな人間性、幅広く深い教養、知的洞察力を養成すると

ともに、専門分野を学ぶのに必要な基礎学力を習得させ、課題探究能力や情報伝達能

力を十分に有する社会のリーダーとして活躍できる女性人材を養成しており、目標の

達成状況は非常に優れていると判断される。 

 

 

 ○小項目２「専門教育の高度化・学際化をさらに推進するとともに、女性のライフサイ

クルにも配慮した制度上の運用等によって、女性の高度専門職業人・研究者を養成す

る。」の分析 
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 a)関連する中期計画の分析 

 計画２－１「学部教育との連携を図りながら、多様な教育需要に応じた履修コースの設

定、カリキュラム編成、指導体制、弾力的な修業年限等の教育システムの改善等によっ

て、女性の高度専門職業人・研究者に必要な専門的能力を育成するとともに、学位の授

与を促進する。」に係る状況 

   博士前期課程では、多様な教育需要に応じて専修系コースと複合系コースを設定し、

複合系コースでは、カリキュラム編成を改善しながら、推薦学部科目を設定するなど

学部教育との連携を図った。複数教員による指導体制、女性のライフサイクルに配慮

した「長期履修学生制度」による弾力的な修業年限等、教育システムを改善するとと

もに、「魅力ある大学院教育」イニシアティブに選定された「生活環境の課題発見・

解決型女性研究者養成」「先端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成」の教育プロ

グラムを推進し（別添資料１－４：「魅力ある大学院教育」イニシアティブ概要）、女

性の高度専門職業人・研究者に必要な専門的能力を育成した。博士後期課程では 16

年度から「研究状況モニタリング・システム」に基づく「現況報告書」の提出、『博

士論文執筆要領』の見直し・改善等によって、学位の授与を促進した（別添資料１－

５：現況報告書様式）。 

 

 

 計画２－２「教員を含む社会人を対象にした教育を推進するとともに、その実施体制の

整備を図る。」に係る状況 

   16 年度から、有職のほか、女性のライフサイクルに配慮して育児、長期介護の理由

で標準修業年限を超えて修了することを認める独自な「長期履修学生制度」を導入す

るとともに、社会人の便宜を図って大阪中之島のキャンパスイノベーションセンター

に「サテライトキャンパス」を開設し、博士前期課程の授業科目を開講した（資料１

－３：長期履修学生数、資料１－４：サテライトキャンパス受講者数）。 

   （資料１－３：長期履修学生数） 
事由 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

有職 12 13 14 12 

育児  1  3  1  1 

長期介護  3  5  1  1 

その他  2  1   

計 18 22 16 14 

   （資料１－４：サテライトキャンパス受講者数） 
 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

受講者数 7 6 5 9 

履修科目 臨床心理学特論Ⅰ 臨床心理学演習Ⅰ 

食・生命科学特論 

家族臨床心理学特論 臨床心理査定特論Ⅰ

食・生命科学特論 

   社会人学生の教育研究指導に、WebCT を用いたｅラーニングコンテンツの作成促進

を図り、教職員を対象とした公開講座を継続実施して、教員を含む社会人を対象にし

た教育を推進するとともに、その実施体制の整備を図った。 

 

 

 計画２－３「高度専門職業人・研究者として専門的知識・能力や学際的な広い視野を活

かせる進路を広く開拓するとともに、女性の高度専門職業人・研究者のキャリア形成・

開発の支援体制を強化する。」に係る状況 

   19 年度から、大学院修了生人材ネットワーク事業として、大学院と就職支援室等と

の連携の下、「キャリア支援メーリングリスト」を本格運用し、修了生のキャリア形

成に有益な情報等のデータベース化を推進した（別添資料１－６：キャリア支援メー

リングリスト）。同年度秋からは、新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラ

ムに選定された「チャレンジする女性のキャリア形成支援」事業の一環として、対象

者を学部卒業生にまでに拡大した「キャリア形成支援システム」の構築を、就職支援

室を中心に進めた。これにより高度専門職業人・研究者として専門的知識・能力や学

際的な広い視野を活かせる進路を開拓するとともに、女性の高度専門職業人・研究者
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のキャリア形成・開発の支援体制を強化した。 

 

 

 計画２－４「教育の成果・効果に対する自己点検・評価、外部評価、調査等を実施し、

その結果を教育の質の向上に反映させるよう努める。」に係る状況 

   16 年度から博士後期課程学生を対象とする「現況報告書」を提出させ、教育の成果・

効果を検証した。（別添資料１－４：現況報告書様式、P5 参照）18 年度には教育の成

果・効果に関する自己点検・評価を実施し、それをもとに 19 年度に大学評価・学位

授与機構による大学機関別認証評価を受け「大学評価基準を満たしている」との評価

結果を得た。教務委員会 FD 部会が授業評価アンケート調査、学業の成果に関するア

ンケート調査を実施し、その結果を FD 研修会で検討し、かつ「授業改善報告書」様

式を作成し、「魅力ある大学院教育」イニシアティブに選定された二つの教育プログ

ラムでは独自の FD 活動を実施し、教育の質の向上に反映させるよう努めた。 

 

 

 b)「小項目２」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 博士前期課程の複合系コースの改善、「魅力ある大学院教育」イニシアテ

ィブの推進等により専門教育の高度化・学際化をさらに推進するとともに、女性のラ

イフサイクルに配慮した長期履修学生制度の導入、サテライトキャンパスの開設、修

了生のキャリア形成・開発の支援強化、各種評価・調査の教育の質向上への反映、女

性のライフサイクルにも配慮した制度上の運用等によって、女性の高度専門職業人・

研究者を養成しており、目標の達成状況は非常に優れていると判断される。 

 

 

②中項目１の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 学士課程では、教養教育・専門教育・キャリア教育の有機的連携を確保

した教育システムを構築し、再編された教養教育、現代 GP を含む専門教育、4 年一貫

したキャリア教育の推進等によって、社会のリーダーとして活躍できる女性人材を養

成した。大学院課程では、博士前期課程の複合系コースの改善、「魅力ある大学院教

育」イニシアティブに選定された教育プログラムの推進、長期履修学生制度の導入、

サテライトキャンパスの開設等によって、女性の高度専門職業人・研究者を養成した。 

   以上の状況からみて、教育の成果に関する目標の達成状況は非常に優れていると判

断される。 

 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

  (優れた点) 

  １．学士課程教育を教養教育・専門教育・キャリア教育に再構築した上で、基本理念・

目標にそって再編された教養教育を、教育計画室を中心とする全学的責任体制で推

進した（計画１－１）。 

  ２．学士課程の専門教育では、現代 GP に関する教育取組を推進した（計画１－２）。 

  ３．女子学生のキャリア形成を支援するために、４年一貫のキャリア教育を実施する

とともに、特別教育研究経費（教育改革）を交付された「女性のためのキャリア教

育プログラム開発推進事業」を推進した（計画１－３）。 

  ４．大学院課程では、「魅力ある大学院教育」イニシアティブに選定された教育プログ

ラムを推進した（計画２－１）。 

  ５．大学院課程では、女性のライフサイクルに配慮した長期履修学生制度を導入し、

社会人の便宜を図ってサテライトキャンパスを開設した（計画２－２）。 
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  (改善を要する点) 該当なし 

  (特色ある点) 

１． 博士前期課程では、多様な教育需要に応じて複合系コースの改善に努めた（計画

２－１） 

２．博士後期課程学生に対して、前期・後期の年２回「現況報告書」を指導教員から

提出させて研究指導に反映させ、学位授与を促進した（計画２－４）。 
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(２)中項目２「教育の内容等に関する目標」の達成状況分析 

 

①小項目の分析 

 ○小項目１「本学の基本理念、目的、特色等に応じたアドミッション・ポリシーを対外

的に明示するとともに、社会的要請等をも踏まえた入学者選抜を実施する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画１－１「本学の基本理念、アドミッション・ポリシーに基づき、社会的要請等を考

慮して、入学者選抜方法の改善に向けて定期的に見直しを行うとともに、アドミッショ

ン・ポリシーをはじめとする入試情報の対外的な明示に努める。」に係る状況 

   本学の基本理念、アドミッション・ポリシーに基づき、入試企画室（別添資料１－

１：各室概要、P3 参照）が実施した新入生アンケート調査等の結果に社会的要請等も

考慮し、入学者選抜方法を定期的に見直し、文学部及び生活環境学部での国語問題構

成の見直し、理学部での個別学力検査前期日程の理科２科目受験、一般選抜の配点の

変更、一般・推薦選抜募集人員の変更、生活環境学部の学科改組を踏まえた出願方法

の改善等を行った（別添資料１－７：アドミッション・ポリシー策定以降に改善実施

した入学者選抜事項）。 

   アドミッション・ポリシーをはじめとする入試情報について、ホームページ、大学

案内、オープンキャンパス、各種入試説明会等によって、対外的な明示に努めた。 
 

 

 計画１－２「高等学校等との積極的な交流を推進するとともに、オープンキャンパスや

各種入試説明会等を充実させる。」に係る状況 

   奈良県高大連携・連絡協議会入試専門部会等において、高等学校等との積極的な交

流を推進した。オープンキャンパスを年２回実施し、在学生による相談コーナーの開

設等、内容を充実させるとともに、各種入試説明会等の充実を図った。 

 

 

 b)「小項目１」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 本学の基本理念、アドミッション・ポリシーをホームページ等によって

対外的に明示するとともに、アンケート調査等で社会的要請等をも踏まえて、問題構

成等について入学者選抜方法の改善に向けて定期的に見直しつつ、入学者選抜を実施

しており、目標の達成状況は良好であると判断される。 

 

 

 ○小項目２「留学生の受入れを推進するとともに、社会人受入れを検討する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画２－１「アジア諸国を中心とする留学生の受入れを積極的に進めるとともに、社会

のニーズを踏まえた社会人の受入れを検討する。」に係る状況 

   国際課と国際交流センターの連携のもと、交流協定締結校への情報提供・教員派遣

を通して、交換留学生に係る情報交換を行った。海外での日本留学フェアや国内での

外国人学生のための進学説明会に参加し、アジア諸国を中心とする留学生の受入れを

積極的に進めた。（資料１－５：留学生在籍者数、資料１－６：交換留学生受入数）。 

   （資料１－５：留学生在籍者数（非正規生含む）（各年５月１日現在）） 
 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

学部  26  22  38  35  36  47 

大 学 院 博 士 前 期 課 程   27  36  38  36  38  37 

大 学 院 博 士 後 期 課 程   32  36  37  42  45  44 

計  85  94 113 113 119 128 
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   （資料１－６：交換留学生受入数） 
 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

学部  3  4  4  6  6  5 

大 学 院 博 士 前 期 課 程   1   1  3  3  5 

大 学 院 博 士 後 期 課 程      1  2  2 

計  4  4  5 10 11 12 

   社会人の受入れについては、入試企画室等において、社会のニーズを踏まえながら、

第３年次編入学で入学した社会人の入学後の成績や社会人の入学者が他の入学者に

与える教育的効果等を検討した。 

 

 

 b)「小項目２」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 交流協定締結校への関係情報の提供、日本留学フェアへの参加等によっ

て、アジア諸国を中心とする留学生の受入れを推進するとともに、社会人の受入れを

検討しており、目標の達成状況は良好であると判断される。 

 

 

 ○小項目３「教育理念や教育目標に基づき教育課程の編成を図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画３－１「教養教育と専門教育の連携を図るとともに、教育理念や教育目標に基づき、

社会的要請、学生のニーズを踏まえた教育課程等の編成及び見直し・改善に努める。」

に係る状況 

   17 年度に「積極開放科目」を充実させ、教養教育と専門教育の連携を図った（別添

資料１－８：平成 19 年度積極開放科目一覧）。教育理念や教育目標をホームページ等

で明示するとともに、18 年度には基本理念・教育目標に沿って学士課程教育を教養教

育・専門教育・キャリア教育に再構築するとともに、教養教育の改革、4 年一貫のキ

ャリア教育を実施した。専門教育については、各学部で社会的要請・学生のニーズを

踏まえた教育課程等の編成及び見直し・改善に努めながら、初年次導入教育、カリキ

ュラムの改善、現代 GP や資格取得に関連する教育プログラム等を推進した。 

 

 

 b)「小項目３」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) ｢積極開放科目｣の充実による教養教育と専門教育の連携強化、学士課程

教育の教養教育・専門教育・キャリア教育への再構築、教養教育の改革、各学部にお

ける初年次導入教育・現代 GP 関連教育の推進等、教育理念や教育目標に基づき教育

課程の編成を図っており、目標の達成状況は非常に優れていると判断される。 

 

 

 ○小項目４「教育効果を高めるために授業形態・学習指導法の改善を図るとともに、多

様な学生に配慮した学習支援を行う。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画４－１「プレゼンテーション能力、課題探究能力等を育成するために、少人数によ

るセミナーなどの少人数教育を推進する。」に係る状況 

   教養教育では、少人数クラスによるゼミである「展開科目」を開設した（資料１－

７：教養ゼミ「展開科目」一覧）。 

   （資料１－７：教養ゼミ「展開科目」一覧） 

教養科目群の分野 科目名 

人間と文化 「現代倫理学の課題」「日本の文学を読む」「文化と地理学ゼミナール」 

生活と社会 「生活と社会生活と経済」 

人間と自然 「数学アラカルト」「物理学の考え方」「化学の常識」「細胞と生命」「色彩心理」
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   専門教育では、プレゼンテーション能力、課題探究能力等を育成するために、文学

部では「基礎演習」等、理学部では「生物科学英語Ⅰ」、「サイエンス・オープンラボ」

等、生活環境学部では「英語の論文を読む」「人間関係文化論外書講読」等、キャリ

ア教育では、キャリアデザイン・ゼミナール科目「プレゼンテーション演習」等で少

人数教育を推進した。 
 

 

 計画４－２「教育内容の十分な周知を図るために、ガイダンスの充実に努めるとともに、

シラバスの改善及び電子化を推進する。」に係る状況 

   新入生に対しては入学時のオリエンテーション、全学生に対しては、前期・後期授

業開始前のガイダンスで教育内容の十分な周知を図るとともに、教育・学生支援統括

室で次年度ガイダンスの改善・充実に努めた。従来の学生配付物を『キャンパスライ

フ』、『全学教育ガイド』、『専門教育ガイド』に再編集した上で毎年度内容を改善し、

教育内容・方法の周知を徹底させた。シラバスについては、作成の指針を示し、シラ

バス作成ガイドに基づき、標準フォーマットにより各学部単位で作成し、授業の概

要・学習目標・計画、成績評価方法・割合の明示のほか、履修上の注意点・授業外学

習の指示、集中講義の予定掲載等を加えて改善を図るとともに、16 年度にシラバスの

電子化を実施した。 

 

 

 計画４－３「各種情報メディアを活用した授業の推進に努める。」に係る状況 

   教養教育の情報処理科目や各学部の専門教育科目で IT 機器を活用した授業を行う

とともに、総合情報処理センターを中心にｅラーニングを活用した 24 時間学習シス

テム（Web CT）を運用し、Web CT 科目として「教育実習」ページを開設した。語学学

習システム（ALC Netacademy）を運用し、英語教育や留学生のための日本語教育等を

充実させた。18 年度から「放送大学プロジェクト科目」として６科目開設し、ビデオ

視聴による放送大学の科目受講を実施しており、各種情報メディアを活用した授業の

推進に努めた（資料１－８：放送大学プロジェクト科目）。 

  （資料１－８：放送大学プロジェクト科目） 

科 目 
履 修

申込数

履修登

録者数
科 目 

履 修 

申込数 

履修登

録者数

ゲノム生物学 190 35 社会調査 38 30 

宇宙像の変遷と科学 172 35 社会福祉入門 40 30 

情報と社会 150 35 情報と社会 57 30 

暮らしの防犯と防災 197 35 暮らしの防犯と防災 76 30 

社会調査 115 30 数学再入門 38 30 

平

成

18

年

度 

産業社会と消費社会の現代 108 30 

平

成

19

年

度

数学とコンピュータ 27 27 

 

 

 b)「小項目４」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 少人数教育の推進、ガイダンスの充実及びシラバスの改善・電子化によ

る教育内容の十分な周知、各種情報メディアを活用した授業の推進等、教育効果を高

めるために授業形態・学習指導法の改善を図るとともに、編入学生に対する入門・補

習科目の開講等、留学生に対する日本語教育等、重度聴覚障害学生に対するノートテ

イカーの配置等、多様な学生に配慮した学習支援を行っており（中項目４・小項目１、

P20 後述）、目標の達成状況は非常に優れていると判断される。 

 

 

 ○小項目５「授業科目の教育目標を明示し、学習到達度の把握に努める。また、明確な

成績評価基準に基づく厳格な成績評価を実施する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 
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 計画５－１「全ての授業科目について成績評価基準をシラバスに明示するなど、明確な

成績評価基準に基づき適切な成績評価を実施するとともに、優秀な学生を顕彰する制度

の導入を検討する。」に係る状況 

   全ての授業科目について学習（教育）目標、成績評価方法・割合をシラバスに明示

し、『全学教育ガイド』で説明するとともに、ガイダンス等で学生に周知した。学習

到達度は質問の受付や小テストの実施等で把握し、シラバスに明示された明確な成績

評価基準に基づき、適切な成績評価を実施した上で、各学期始めに「成績確認期間」

設け、成績評価に関する学生からの質問、相談に応じた。 

   各学部・学科では、成績の優秀な学生を顕彰する制度を導入した（資料１－９：各

学部・学科の表彰制度）。 

   （資料１－９：各学部・学科の表彰制度） 
学部・学科 名  称 19 年度表彰者数 

成績優秀者   ３３名 文学部 

「あをによし会教育基金奨励賞」    ４名 

理学部物理科学科 成績優秀者   ３０名 

理学部化学科 成績優秀者    ３名 

理学部生物科学科 成績優秀者    ７名 

生活環境学部食物栄養学科 「食物科学賞」    ２名 

生活環境学部生活健康・衣環境学科 「衣環境学賞」    ３名 

「第生会賞論文賞」    １名 生活環境学部住環境学科 

「第生会賞設計賞」    １名 

 

 

 b)「小項目５」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 授業科目の教育目標、成績評価基準等をシラバスに明示し、学習到達度

の把握に努めた上で、明確な成績評価基準に基づいて厳格な成績評価を実施するとと

もに、優秀な学生の顕彰制度を設けており、目標の達成状況は非常に優れていると判

断される。 

 

 

 ○小項目６「大学院の基本理念、目的、特色等に応じたアドミッション・ポリシーを対

外的に明示し、社会的要請等をも踏まえた入学者選抜を実施する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画６－１「大学院の基本理念、アドミッション・ポリシーに基づき、社会的要請等を

考慮して、入学者選抜方法の改善に向けて定期的に見直しを行うとともに、アドミッシ

ョン・ポリシーをはじめとする入試情報の対外的な明示に努める。」に係る状況 

   大学院の基本理念、アドミッション・ポリシーに基づき、各種調査で社会的要請等

を考慮して、人間文化研究科運営委員及び同教務委員会で入学者選抜方法の改善に向

けて定期的に見直しを行った結果、いくつかの専攻で秋季入試、推薦入試を導入する

などの改善を行った。 

   アドミッション・ポリシーをはじめとする入試情報について、募集要項、ホームペ

ージ等で対外的な明示に努めるとともに、アドミッション・ポリシーの英語、中国語、

韓国語版をホームページに掲載する等の改善を行った（別添資料１－７：アドミッシ

ョン・ポリシー策定以降に改善実施した入学者選抜事項、P8 参照）。 

 

 

 計画６－２「広報活動を積極的に推進して、広く優秀な学生の確保に努めるとともに、

多様な入学者選抜方法の導入、秋季入学の拡大等を検討する。」に係る状況 

   ホームページの刷新、募集要項の英語版作成及び大学院案内の作成、大学院入学志

願者向け入試相談会の開催等、広報活動を積極的に推進して、広く優秀な学生の確保

に努めた。 
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   入学辞退者に対するアンケート調査や本学在学生を対象にした大学院進学に関する

実態調査の結果の分析等により多様な入学者選抜方法の導入を検討し、博士前期課程

では、17 年度に情報科学専攻で推薦選抜、18 年度に化学専攻で学際領域特別選抜を

導入し、21 年度には物理科学専攻及び化学専攻で推薦選抜を導入することとした。 

   秋季入学については、博士前期課程では、16 年度に生物科学専攻、17 年度に国際社

会文化学専攻及び情報科学専攻、18 年度に人間行動科学専攻，19 年度に数学専攻が

導入し、20 年度には化学専攻で推薦選抜を導入することとしており，博士後期課程で

は、19 年度に比較文化学専攻が秋季入学を導入したことにより、４専攻全てにおいて

秋季入学を行うこととなり、秋季入学の拡大等を図った。 

 

 

 b)「小項目６」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 大学院の基本理念等に応じたアドミッション・ポリシーを募集要項等で

対外的に明示するとともに、推薦入試の導入・拡大や秋季入学の拡大等によって、社

会的要請等をも踏まえた入学者選抜を実施しており、目標の達成状況は良好であると

判断される。 

 

 

 ○小項目７「社会人や留学生等に配慮した弾力的な履修形態や修業年限等を設定するこ

とにより、社会人、留学生等の受入れを推進する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画７－１「関係教育委員会、関係教育機関、本学附属学校園等との提携を強化し、教

員リカレント教育の推進を図る。」に係る状況 

   関係教育委員会、関係教育機関、本学附属学校等との提携を強化するとともに、レ

スター大学等とも提携し、海外教育研修や海外教職インターンシップを実施した。教

員を含む社会人学生の便宜を図って夜間や休日に授業を開講するともに研究指導も

同様に夜間、土曜日や休日に行い、大阪中之島にサテライトキャンパスを開設するな

ど、教員リカレント教育の推進を図った（資料１－４：サテライトキャンパス受講者

数、P5 参照）。 

 

 

 計画７－２「社会人の受入れを推進するため、標準修業年限内で学位を取得できる指導

体制等を整備するとともに、女性のライフサイクルにも配慮し標準修業年限を超える弾

力的な修業年限の設定を行う。」に係る状況 

   複数指導教員体制、博士後期課程の学生に関する「現況報告書」の提出のほか、社

会人の受入れを推進するため、サテライトキャンパスの開設、夜間・土曜休日の授業・

研究指導によって、標準修業年限内で学位を取得できる指導体制を整備した。16 年度

から女性のライフスタイルにも配慮した長期履修学生制度を導入した（資料１－３：

長期履修学生数、P5 参照）。 

 

 

 計画７－３「諸外国の高等教育機関・研究者等との連携を強化するとともに、留学生、

特にアジア諸国からの留学生を積極的に受入れるにあたり、量的拡大のみならず、質の

確保を踏まえた取組に努める。」に係る状況 

   17 年３月に「国際交流の基本方針」を定め、パリ第７ドゥニ・ディドロ大学等との

交流協定締結、交流協定締結校国際交流担当者の招聘等を通じて、諸外国の高等教育

機関・研究者等との連携を強化した（別添資料１－９：国際交流の基本方針）。「奈良

女子大学国際交流基金支援外国人特待留学生受入要項」を 19 年２月に定め、留学生

を積極的に受入れるにあたり、量的拡大のみならず、質の確保を踏まえた取組にも努

めた。 
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 b)「小項目７」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 教員リカレント教育の推進、女性や社会人に配慮した長期履修学生制度

の導入、サテライトキャンパスの開設、土日・夜間の開講、諸外国の高等教育機関等

との連携強化、優秀な留学生の獲得を目指す整備等、社会人や留学生等に配慮した弾

力的な履修形態や修業年限、各種の支援策等を設定・実施することにより、社会人・

留学生の受入れを推進しており、目標の達成状況は非常に優れていると判断される。 

 

 

 ○小項目８「学部教育との連携を図るとともに、教育理念や教育目標に即し、多様な教

育需要に対応したカリキュラムの編成を図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画８－１「学部専門教育との連携、前期・後期課程の連携に配慮するとともに、他大

学院とも連携して、高度専門職業人育成、研究者育成、社会人の再教育に応じた体系的

なカリキュラムの編成に努める。」に係る状況 

   高度専門職業人を育成するため、大学院前期課程の複合系コースにおいて、各分野

の履修モデルとして推奨科目、推薦学部科目を設定し、学部専門教育との連携に配慮

した。「魅力ある大学院教育」イニシアティブに選定された教育プログラムでは、前

期・後期課程の連携にも配慮した。京都大学大学院、大阪大学大学院等との連携協定

に基づく単位互換・授業開講・研究指導を実施するとともに、女性のライフサイクル

に配慮した長期履修学生制度の導入、社会人の便宜を図るサテライトキャンパスの開

設等によって、高度専門職業人育成、研究者育成、社会人の再教育に応じた体系的な

カリキュラムの編成に努めた。 

 

 

 b)「小項目８」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 前期課程複合系コースにおける学部教育との連携、教育理念や教育目標

に即し、前期・後期課程の連携への配慮、他大学院等との連携、長期履修学生制度の

導入、サテライトキャンパスの開設等によって、女性や社会人等、多様な教育需要に

対応したカリキュラムの編成を図っており、目標の達成状況は非常に優れていると判

断される。 

 

 

 ○小項目９「教育効果を高めるために、授業形態・学習指導法を改善するとともに、社

会人や留学生等にも配慮した教育研究指導及び支援体制の強化を図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画９－１「高度専門職業人育成、研究者育成、社会人再教育など多様な教育需要に即

した弾力的な指導方法の改善を進める。」に係る状況 

   複数教員指導体制の下、「ガイダンス報告書」及び「現況報告書」を指導教員に提出

させて指導体制の強化を図った。女性のライフサイクルに配慮した長期履修学生制度

の導入、社会人の便宜を図ったサテライトキャンパスの開設及び夜間・土日における

授業・研究指導、留学生に対するチューターによる学習支援等によって、高度専門職

業人育成、研究者育成、社会人再教育、留学生教育等、多様な教育需要に即した弾力

的な指導方法の改善を進めた。 

 

 

 計画９－２「教育内容の十分な周知を図るために、ガイダンスの充実に努めるとともに、

シラバスの改善及び電子化を推進する。」に係る状況 

   教育内容の十分な周知を図るために、各学期のはじめにガイダンスを実施し、博士
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後期課程においては「ガイダンス報告書」を各主任指導教員に提出させた。19 年度か

らは、博士前期課程、後期課程の各専攻に専攻ガイダンスの報告を義務づけ、複合系

コースの説明を徹底させるなど、ガイダンスの充実に努めた。博士前期課程、後期課

程とも、授業の概要、学習目標、授業計画、成績評価の方法・割合等、必要な情報が

統一した様式で掲載されるシラバスを作成し、毎年度改善に努めるとともに、電子化

してホームページで公開した。 

 

 

 計画９－３「各種情報メディアを活用した授業の推進に努める。」に係る状況 

   「文化人類学」、「歴史地理学」、「西洋中世社会史」、「地理情報学」、「言語情報学」、

「アパレルインターフェース構成論」、「アパレル情報処理論」、「景観デザイン論」等、

博士前期課程の 57 科目で IT を活用するなど、各種情報メディアを活用した授業の推

進に努めた。 

 

 

 b)「小項目９」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 教育効果を高めるために、ガイダンスの充実、シラバスの改善・電子化、

各種情報メディアの活用等によって授業形態・学習方法を改善するとともに、複数教

員指導体制、「ガイダンス報告書」及び「現況報告書」の提出、長期履修学生制度の

導入、サテライトキャンパスの開設、チューターによる学習支援等により、女性、社

会人や留学生等に配慮した教育研究指導及び支援体制の強化を図っており、目標の達

成状況は良好であると判断される。 

 

 

 ○小項目 10「授業科目の成績評価基準を明示して厳格な成績評価を実施するとともに、

学位授与の円滑化を促進する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画 10－１「全ての授業科目について評価基準をシラバスに明示するなど、明確な成績

評価基準に基づき適切な成績評価を実施するとともに、優秀な学生を顕彰する制度の導

入を検討する。」に係る状況 

   全ての授業科目について成績評価基準をシラバスに明示し、明確な成績評価基準に

基づき適切な成績評価を実施し、各学期のはじめに「成績確認期間」を設け、成績評

価に関する学生からの質問等に応じた。優秀な学生を顕彰する制度の導入については、

博士前期課程では導入に向けて成績優秀の基準を検討し、博士後期課程では 19 年度

に全専攻において顕彰要領を作成し、複合現象科学専攻で３名が表彰された。 

 

 

 計画 10－２「標準修業年限内における円滑な学位授与を促進するために、学生の研究進

捗状況を把握するシステムを確立し、教育課程・指導体制の充実・改善を図る。」に係

る状況 

   標準修業年限内における円滑な学位授与を促進するために、複数指導教員体制のも

と、博士前期課程では「演習指導」と「ガイダンス報告書」の提出、博士後期課程で

は「現況報告書」及び「ガイダンス報告書」の提出を指導教員に義務づけて学生の研

究進捗状況を把握するシステムを確立するとともに、『博士論文執筆要領』の改訂等

によって、教育課程・指導体制の充実・改善を図った。 

 

 

 b)「小項目 10」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 前期・後期課程ともに授業科目の成績評価基準をシラバスに明示して厳

格な成績評価を実施するとともに、複数指導教員体制、「演習指導」、「現況報告書」「ガ
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イダンス報告書」の提出、『博士論文執筆要領』の改訂等によって、学位授与の円滑

化を促進しており、目標の達成状況は良好であると判断される。 

 

 

②中項目２の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 学士課程では、基本理念等に応じたアドミッション・ポリシーを対外的

に明示するとともに、科目数・配点等について社会的要請等をも踏まえた見直しを行

って入学者選抜を実施した。交流協定締結校への情報提供等によって、アジア諸国を

中心とする留学生の受入れを推進した。現代 GP 関連教育の推進等、社会的要請や学

生のニーズを踏まえて教育課程の見直し・改善を図った。ガイダンスの充実及びシラ

バスの改善・電子化、各種情報メディアの活用等、授業形態・学習指導法の改善を図

るとともに、多様な学生に配慮した学習支援を行った。授業科目の教育目標等をシラ

バスに明示し、明確な成績評価基準で厳格な成績評価を実施した。 

   大学院課程では、基本理念等に応じたアドミッション・ポリシーを対外的に明示す

るとともに、推薦入試の導入・拡大や秋季入学の拡大等によって、社会的要請等をも

踏まえた入学者選抜を実施した。教員リカレント教育の推進、長期履修学生制度の導

入、サテライトキャンパスの開設、優秀な留学生の獲得、チューターによる学習支援

等により、社会人・留学生の受入れを推進するとともに、女性、社会人や留学生に配

慮した教育研究指導及び支援体制の強化を図った。ガイダンスの充実、シラバスの改

善・電子化、各種情報メディアの活用等によって授業形態・学習方法を改善し、成績

評価基準をシラバスに明示して厳格な成績評価を実施するとともに、「現況報告書」

の提出等によって、学位授与の円滑化を促進した。 

   以上の状況からみて、教育の内容等に関する目標の達成状況は良好であると判断さ

れる。 

 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

  (優れた点) 

  １．現代 GP に選定された教育取組を推進した（計画３－１）。 

  ２．サテライトキャンパスの開設、夜間・土日の授業・研究指導によって社会人の便

宜を図るとともに、女性のライフサイクルに配慮した独自な長期履修学生制度を導

入した（計画７－２）。 

  ３．「魅力ある大学院教育」イニシアティブに選定された教育プログラムを推進した（計

画８－１）。 

  (改善を要する点) 該当なし 

  (特色ある点) 

  １.「放送大学プロジェクト科目」として６科目開設し、ビデオ視聴による放送大学の

科目受講を実施した（計画４－３）。 
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(３)中項目３「教育の実施体制等に関する目標」の達成状況分析 

 
①小項目の分析 
 ○小項目１「教育理念・教育目標を達成するために適切な教員の配置を図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画１－１「教育理念・教育目標に基づく質の高い教育を実施するために、適切な教員

の配置に努める。」に係る状況 

   教員組織の編成は大学・大学院設置基準に基づいて行われ、教育理念・教育目標に

基づく質の高い教育を実施するため、主要な授業科目を専任教員が担当し、学士課程

における教員一人あたりの学生数は 12.8 名、大学院課程は 1.8 名と、本学が目指す

少人数教育を実現した。専任教員の採用・昇任人事は「人事に関する基本方針」に基

づき、非常勤講師は毎年度「授業計画における非常勤講師の配置に関する指針」で見

直しを図りながら、適切な教員の配置に努めた（別添資料１－10：人事に関する基本

方針）。 

 

 

 計画１－２「年齢構成上のバランス、男女バランスに配慮した人事を進めるとともに、

外国人教員の任用に努める。」に係る状況 

   年齢構成は 40 代を中心に各年齢層に分布し、職位もなだらかに移行しており、バラ

ンスもとれている。女性教員の比率は３割弱である。「人事に関する基本方針」に基

づき、公募を原則として任期制を導入しつつ、柔軟な人事制度を構築し、外国人教員

等の任用にも努めた（資料１－10：教員職別男女年齢構成数、資料１－11：外国人教

員数）。 

   （資料１－10：教員職別男女年齢構成数（平成 19 年５月１日現在）） 

～29 歳 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 54～59 60～  

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
計

教授    3 13 4 18 7 26 5 21 3 100

准教授  2  10 5 28 6 15 6 7 2 1  1 83

講師    1 4 1 1 1    8

助教  4 3 6 5 3 1 3 1    26

助手       0

計  4 5 6 16 12 33 9 28 12 25 8 28 6 21 4 217

外国人教師    1 1 1   3

客員教員    3 2 2 2   9

特任教員  2  2 1 2 2 1 1 2 1 14

   （資料１－11：外国人教員数（平成 19 年５月１日現在）） 

職 人数 内女性 

助教  2 2 

外国人教師  3 2 

特任教員（助教）  1 1 

非常勤講師 11 9 

 

 

 計画１－３「教育の実施体制を強化するために、TA 制度の充実を図る。」に係る状況 

   教育の実施体制を強化するために、18 年度から教育計画室が示す「TA 配置の基本方

針」に従い、大学院人間文化研究科が策定した計画に基づき TA を配置するとともに、

TA オリエンテーションの実施、TA 報告書の提出等によって、TA 制度の充実を図った

（資料１－12：TA 採用数）。 

 



奈良女子大学 教育 

  （資料１－12：TA 採用数） 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

博士前期課程 202 220 230 229 

博士後期課程  62  53  58  58 

計 264 273 288 287 

 

 

 b)「小項目１」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 「人事の基本方針」に基づき、年齢構成上・男女バランスへの配慮、外

国人教員の任用、TA 制度の充実等によって、教育理念・教育目標を達成するために適

切な教員の配置を図っており、目標の達成状況は非常に優れていると判断される。 

 

 

 ○小項目２「教育理念・教育目標を達成するために教育環境の整備充実を図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画２－１「既存施設設備等の有効活用に努めるとともに、教育目標の実現に必要な施

設、設備（機器）、図書、視聴覚教材等の整備を図る。」に係る状況 

   既存施設設備等の有効活用に努めるとともに、教室における AV 機器、DVD 使用が可

能なプロジェクター等、コラボレーションセンターにおける講義室等、附属図書館に

おける学習支援図書等の配架、自習室へのパソコン設置等、教育目標の実現に必要な

施設、設備（機器）、図書等の整備を図った（資料１－13：附属図書館蔵書等状況、

資料１－14：自習室とパソコン台数）。 

   （資料１－13：附属図書館蔵書等状況） 

 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 

所蔵冊数 474,189 冊 483,445 冊 494,302 冊 503,229 冊 

所蔵雑誌種類数 13,112 冊 14,644 冊 15,021 冊 15,155 冊 

電子ジャーナル 3,460 ﾀｲﾄﾙ 4,367 ﾀｲﾄﾙ 4,493 ﾀｲﾄﾙ 4,159 ﾀｲﾄﾙ

視聴覚資料数 6,490 ﾀｲﾄﾙ 6,933 ﾀｲﾄﾙ 7,304 ﾀｲﾄﾙ 7,711 ﾀｲﾄﾙ

   （資料１－14：自習室とパソコン台数） 

自習室に供される室 室数 PC 台数 

情報教育室  4 143 

ＬＬ教室  1  45 

総合情報処理センター 

端末室  1  21 

マルチメディア室  1  10 附属図書館 

第２閲覧室  1  30 

大学会館 娯楽室  1  21 

文学部 共同研究室等 45 169 

理学部 共同研究室等 23 182 

生活環境学部 共同研究室等 27 304 

大学院博士後期課程 共同研究室等 18  37 

 

 

 

 計画２－２「外部保育施設との連携など、女性のライフサイクルに配慮した教育研究環

境の整備充実を図る。」に係る状況 

   本学学生、職員及び公開講座等受講者の便宜を図るため、近隣の社会福祉法人佐保

山保育園に連携協力を依頼するとともに、「母性支援カウンセラー」２名の配置、男

女共同参画推進室が実施した「子育て支援サポーター養成講座」における臨時託児の

試行等、女性のライフサイクルに配慮した教育研究環境の整備充実を図った。 

18 
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 計画２－３「附属図書館の蔵書・資料のデータベース化の推進を図る。」に係る状況 

   附属図書館の蔵書・資料のデータベース化の推進を図り、昭和 63 年度以前の未入力

になっていた附属図書館所蔵の旧分類図書の目録情報データベース化を 19 年度に完

了し、その一環である「岡潔文庫」の画像原文データベース化は、19 年日本数学会出

版賞を受賞した。 

 

 

 b)「小項目２」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 教室における AV 機器等の整備、附属図書館における学習支援図書の配架、

自習室へのパソコン設置、外部保育施設との連携、母性支援カウンセラーの配置、附

属図書館蔵書・資料のデータベース化の推進等によって、教育理念・教育目標を達成

するために教育環境の整備充実を図っており、目標の達成状況は非常に優れていると

判断される。 

 

 

 ○小項目３「教育の質の向上及び改善のために、教育活動を評価するシステムの構築を

図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画３－１「全学的責任体制のもとで実施した授業評価の結果を各授業の改善に反映さ

せる方策等について検討する。」に係る状況 

   16 年度からは教育計画室の FD 部会、19 度からは新設の FD 推進室を中心とする全学

的責任体制のもとで、改定された全学の「FD の基本方針」に基づき、全学共通科目に

ついては FD 部会～FD 推進室の統括のもと、学生による授業評価アンケート調査を実

施し、その結果を分析・公表した（別添資料１－11：FD 基本方針、別添資料１－２：

授業評価アンケート調査結果、P4 参照、別添資料１－３：学生による「授業評価アン

ケート」自由記述に対するコメント、P4 参照）。全学共通科目を対象に教員相互によ

る授業見学を実施した上で、FD 討論会を開催して意見交換等を行った（別添資料１－

12：授業見学レポート）。各学部・大学院の専門教育については、各学部・大学院に

おいて学生による授業評価を実施するとともに、FD 討論会・講演会・研修会を開催し

て、各授業の改善に反映させる方策等について検討した。 

 

 

 計画３－２「本学における教育実施体制並びに組織や教員個人の教育活動等を評価する

ためのシステムを構築･整備する。」に係る状況 

   評価企画室（別添資料１－１：各室概要、P3 参照）において、17 年度に「研究者情

報データベース項目一覧表」を作成するとともに、「研究者情報管理システム取扱規

則」を策定した上で、データベースのカスタマイズ及びバージョンアップを実施し、

本学における教育実施体制並びに組織や教員個人の教育活動等を評価するためのシ

ステムを構築・整備した。 

 

 

 計画３－３「上記で策定された評価システムに基づき、組織や教員個人の教育活動に関

する評価を実施し、その評価結果を教育の質の改善に反映させる。」に係る状況 

   上記で策定された評価システムに基づき、18 年度に実施した全学の自己点検・評価

をもとに、19 年度に教育活動について大学評価・学位授与機構による大学機関別認証

評価を受け、「大学評価基準を満たしている」との評価を得、20 年度に FD 推進室の統

括のもと、評価結果を教育の質の改善に反映させることとした。教育活動に関する教
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員個人の評価については、19 年度に評価企画室で検討・試行評価を行って「奈良女子

大学教員評価の実施について」を定め、20 年度から実施することとした（別添資料１

－13：教員評価ホームページ）。 

 

 

 計画３－４「策定したファカルティ・ディベロップメント（FD）に関する基本方針のも

と、授業内容及び方法の改善に努める。」に係る状況 

   18 年度に FD 基本方針を見直して新たな方針を策定し、教育計画室 FD 部会を FD 推

進室に格上げして、全学的な FD 実施体制の強化を図った。具体的な FD 活動としては、

学生による授業評価（集計結果の HP 上公開）、教員による授業見学、FD 討論会・研修

会の開催（資料１－15：全学 FD 討論会・研修会）等があり、その成果として、授業

評価アンケートに対する教員のコメント公表、教員による授業改善計画の提出、初年

次導入教育の充実、キャリアデザイン・ゼミナールの新設、英語クラス編成の改善等、

授業内容及び方法の改善に努めた。 

  （資料１－15：全学 FD 討論会・研修会） 

年度 月日 テーマ 

4 月 20 日 
「奈良女子大学における授業（全学共通科目）のあり方を探るー

学生アンケートと授業参観から見えるもの」 平成 16 年度 

10 月 19 日 「奈良女子大学における外国語教育の現状と将来」 

平成 17 年度 10 月 17 日 
「TOEIC テストを活用した英語カリキュラムー教育の水準保証と

学習支援」 

4 月 27 日 「授業見学の今後」 
平成 18 年度 

12 月 19 日 「プレゼンテーション用ソフトウェアの授業への活用について」 

12 月 18 日 「大人数授業特有の難しさと工夫」 
平成 19 年度 

1 月 31 日 「本学におけるキャリア教育の現状と課題」 

    

 b)「小項目３」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) FD の基本方針に基づき、FD 推進室の統括のもと、授業評価アンケート調

査の実施・分析・公表等によって、授業の改善を図るとともに、評価システムに基づ

き、教育活動について自己点検・評価、認証評価を実施し、また、本実施に向けて教

員評価の試行を行っていることから、教育の質の向上及び改善のために、教育活動を

評価するシステムの構築を図っており、目標の達成状況は非常に優れていると判断さ

れる。 

 

 

②中項目３の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 「人事の基本方針」等に基づき、年齢構成上・男女バランスへの配慮、

外国人教員の任用、TA 制度の充実等によって、適切な教員の配置を図った。教室にお

ける AV 機器等の整備、自習室へのパソコン設置、外部保育施設との連携、母性支援カ

ウンセラーの配置、附属図書館蔵書・資料のデータベース化の推進等によって、教育

環境の整備充実を図った。FD の基本方針に基づき、FD 推進室の統括のもと、授業評価

アンケート調査の実施・分析・公表等によって、授業の改善を図るとともに、評価シ

ステムに基づき、教育活動について自己点検・評価、認証評価を実施し、本実施に向

けて教員評価の試行を行うなど、教育の質の向上及び改善のために、教育活動を評価

するシステムの構築を図った。 

   以上の状況からみて、教育の実施体制等に関する目標の達成状況は非常に優れてい

ると判断される。 
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③優れた点及び改善を要する点等 

  (優れた点) 

  １．主要な授業科目を専任教員が担当し、少人数教育を実現した。「人事に関する基本

方針」に基づき専任教員の採用・昇任人事は適切に行われ、非常勤講師については、

毎年度「指針」を定めて適切な配置に努めた（計画１－１） 

  ２．「TA 配置の基本方針」に従って TA を配置し、TA 報告書の提出等によって、TA 制

度の充実を図った（計画１－３）。 

  ３．附属図書館の蔵書・資料のデータベース化の推進を図り、「岡潔文庫」の画像原文

データベース化によって 19 年日本数学会出版賞を受賞した（計画２－３）。 

  ４．新たに FD 基本方針を策定し、FD 部会を FD 推進室に格上げして、全学的な FD 実

施体制の強化を図り、各学部・大学院と連携して FD 諸活動を推進し、授業内容及

び方法の改善に努めた（計画３－４）。 

  (改善を要する点) 該当なし 

  (特色ある点) 

  １．近隣の社会福祉法人と連携するとともに、母性支援カウンセラーの配置等、女性

のライフサイクルに配慮した教育研究環境の整備充実を図った（計画２－２）。 
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(４)中項目４「学生への支援に関する目標」の達成状況分析 

 
①小項目の分析 
 ○小項目１「多様な学生に対応した学習面での支援体制の充実を図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画１－１「学生への学習支援を実施する体制を整備し、入学から卒業（修了）までの

各段階に応じた、多様な学生に対応した適切な学習相談・指導・支援の充実を図る。」

に係る状況 

   オフィスアワーの設定、電子メールを利用した相談・助言、担任制の整備、教職科

目履修相談日の設定等、編入学生に対する既修得単位の認定、入門・補習科目の開講

（理学部）、外国語科目・保健体育科目履修上の弾力的な運用、学生相談室における

学習相談、TOEIC の学内実施、日本人学生の短期海外語学研修、外国人留学生に対す

る日本語教育等、入学から卒業（修了）までの各段階に応じた、多様な学生に対応し

た適切な学習相談・指導・支援の充実を図った。 

 

 

 計画１－２「障害を持つ学生に対する支援体制の充実を図る。」に係る状況 

   16 年度に障害学生支援に関する基本方針に基づいて設置された障害学生支援室と

各学部等とが連携して、学生ボランティアによるノートテイカーの配置、コーディネ

ーター（学生２名）の配置、ノートテイカー用機器（パソコン）の整備、手話講習会

の実施等、障害を持つ学生に対する全学的な支援体制の充実を図った。こうした支援

体制のもとに 17 年度に大学院学生が１名修了し，18 年度には学部学生が１名卒業し

た（別添資料１－14：障害学生支援に関する基本方針）。 

 

 

 b)「小項目１」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 各学部等の実態に応じたオフィスアワーの設定、担任制の整備、教職科

目履修相談日の設定、学生相談室における学習相談、編入学生や留学生のための各種

学習支援、障害を持つ学生に対する支援体制の整備等によって、多様な学生に対応し

た学習面での支援体制の充実を図っており、目標の達成状況は非常に優れていると判

断される。 

 

 

 ○小項目２「生活面・就職面におけるきめ細かな学生支援体制の充実を図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画２－１「関係学内組織・施設等の充実を図り、学生生活に対する支援体制の強化に

努める。」に係る状況 

   16 年度に学生生活支援室（別添資料１－１：各室概要、P3 参照）を設置し、学生寄

宿舎の設備の更新・充実、大学会館食堂設備の整備・更新、体育館のトイレ・シャワ

ー室・更衣室等の全面的な改修、課外活動サークル施設及び合宿所の新築等、関係施

設等の充実を図った。掲示等で麻疹感染・不審電話・マルチ商法・架空請求・飲酒運

転等の予防・防止のための注意喚起を行い、19 年度からは、学生の安全のため「入退

館管理システム」を導入して、学生生活に対する支援体制の強化に務めた。 

 

 

 計画２－２「学生の健康管理体制の充実に努める。」に係る状況 

   実施日の変更で受診人数を改善できた学生定期健康診断時に、保健管理センタース

タッフにより新入生全員を対象とする健康面接を実施するとともに、保健師による長
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期フォロー相談を充実させた。毎月１回の「昼休み健康なんでも相談会」と婦人科・

整形外科医による相談、心療内科医の診療（19 年度から月４回）を実施した。学生相

談室は保健管理センターと連携してメンタル面での相談に応じ、学生の健康管理体制

の充実に努めた。 

 

 

 計画２－３「学生の進路に対する指導・支援体制の整備・充実に努める。」に係る状況 

   16 年度に設置した就職支援室と就職問題懇談会が連携して、就職ガイダンス等、各

種就職活動支援行事を企画・実施するとともに、就職指導担当教職員の意識を涵養す

るための研修会を実施した。キャリア・アドバイザーによるきめ細かなアドバイス、

本学同窓会佐保会と連携した東京地区就職懇談会の開催等、学生の進路に対する指

導・支援体制の整備・充実に努めた。（別添資料１－15：平成 19 年度就職ガイダンス）。 

 

 

 計画２－４「サークル活動、ボランティア活動など、学生の課外活動への支援を充実さ

せる。」に係る状況 

   課外活動サークル施設（H.18）及び合宿所（H.19）の新築、体育館のトイレ、シャ

ワー室、更衣室等の全面的な改修、トレーニング及び体力測定室の新設（H.19）、新

入生歓迎行事への経費援助、「リーダーシップセミナー」の開催、学長による学生表

彰等によって、学生の課外活動への支援を充実させた（資料１－16：学生表彰）。 

   18、19 年度、本学の学生を中心とする二つのボランティア団体を財団法人学生サポ

ートセンターに推薦し、同センターから団体助成の支援を受けた。 

  （資料１－16：学生表彰） 

年度 個人 団体 表彰式 

平成 16 年度 9 名 5 団体（音楽部、剣道部、卓球部、なぎなた部、理学部 3 回生） 2 月 10 日

2 名 1 団体（アイススケート部） 7 月 29 日
平成 17 年度 

16 名 5 団体（硬式テニス部、卓球部、弓道部、音楽部、なぎなた部） 2 月 16 日

平成 18 年度 19 名 5 団体（剣道部、卓球部、なぎなた部、音楽部、弓道部） 2 月 6 日 

2 名  7 月 23 日
平成 19 年度 

33 名 4 団体（硬式テニス部、卓球部、音楽部、なぎなた部） 2 月 8 日 

 

 

 計画２－５「学生に対する経済的支援に努める。」に係る状況 

   17 年度に授業料・入学料免除枠及び額の配分比率等の見直しを行い、これまでの全

学免除重視から半額免除重視に３年間をかけて段階的に移行し、最終的には免除基準

適格学生全員に対し半額免除を実施できるよう改め（資料１－17：授業料・入学料免

除者数）、各種奨学金等の情報の周知を図り、学生に対する経済的支援に努めた。 

   （資料１－17：授業料・入学料免除者数） 

【授業料免除】 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

申請者 613 593 571 549 

全学免除者 287 297 249 211 

半額免除者  55  56 130 210 

【入学料免除】 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

申請者  69  61  41  52 

全学免除者   9   7   0   0 

半額免除者   0   2  16  16 
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 計画２－６「社会人、留学生、編入学生等に対する学習・生活両面における相談・支援

体制の整備・充実に努める。」に係る状況 

   留学生に対しては、国際交流センターの設置（H.16）、国際交流担当教授の採用（H.16）

特任助手（現、助教）の配置（H.17,18）、相談窓口の開設、チューターやボランティ

ア等によって学習・生活支援を推進した。編入学生に対しては、既修得単位の認定、

入門・補習科目の開講（理学部）、外国語科目・保健体育科目履修上の弾力的な運用、

ガイダンスの改善等を通じて支援に努めた。 

   大学院の社会人学生に対しては、長期履修学生制度を導入するとともに、サテライ

トキャンパスを開設した。障害を持つ学生に対しては、策定した「ユニバーサルデザ

イン導入計画」に基づき自動ドア・エレベーター・出入り口スロープ・身障者対応ト

イレを設置するなど、特別な支援を必要とする者への学習・生活両面における相談・

支援体制の整備・充実に努めた。 

 

 

 b)「小項目２」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 編入学生や留学生のための各種学習支援、障害を持つ学生に対する支援

体制の整備等によって、多様な学生に対応した学習面での支援体制の充実を図った。

学生生活に対する支援強化、保健管理センターと学生相談室が連携した学生の健康管

理体制の充実、就職支援室やキャリア・アドバイザー等による学生の進路に対する指

導･支援体制の整備・充実、課外活動への支援、経済的支援等によって、生活面・就

職面におけるきめ細かな学生支援体制の充実を図った。 

   以上の状況からみて、学生への支援に関する目標の達成状況は良好であると判断さ

れる。 

 

 

②中項目４の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 編入学生や留学生のための各種学習支援、障害を持つ学生に対する支援

体制の整備等によって、多様な学生に対応した学習面での支援体制の充実を図った。

学生生活に対する支援強化、健康管理体制の充実、進路に対する指導･支援体制の整

備・充実、課外活動への支援、経済的支援等によって、生活面・就職面におけるきめ

細かな学生支援体制の充実を図った。 

   以上の状況からみて、学生への支援に関する目標の達成状況は良好であると判断さ

れる。 

 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

  (優れた点) 

  １．学生ボランティアによるノートテイカーの配置等、障害を持つ学生に対する支援

を実施した（計画１－２）。 

  ２．学生支援室を中心に、食堂ホール等の改修、課外活動サークル施設・合宿所の新

築、麻疹感染・マルチ商法等への注意喚起等、学生生活に対する支援体制の強化に

努めた（計画２－１） 

  (改善を要する点) 該当なし 

  (特色ある点) 

  １．保健管理センタースタッフにより新入生全員を対象とする健康面接・相談、毎月

１回「昼休み健康なんでも相談会」を実施した（計画２－２）。 

  ２．就職支援室と本学同窓会佐保会（東京支部）との連携のもとに、東京地区で就職

活動を行う学生を支援した（計画２－３）。 
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２ 研究に関する目標(大項目) 
 

(１)中項目１「研究水準及び研究の成果等に関する目標」の達成状況分析 

 
①小項目の分析 
 ○小項目１「高度な基礎研究及び学際研究を推進するため、個性的かつ独創的な研究課

題の策定に努める。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画１－１「基礎研究と応用研究をそれぞれ深化させるとともに、それらの連携・融合

による学際研究を推進する中で、以下の方向性を追究する。 

     １）高度な基礎研究の充実に努める。 

     ２）研究者の個性を活かした独創的研究を育成する。 

     ３）文化の発展に寄与し、真理を探究する学問を追究する。 

     ４）社会の現代的諸課題の解決に寄与する研究を推進する。」に係る状況 

   高度な基礎研究、独創的な研究、学際的研究等を推進するため、優れた研究グルー

プに、プロジェクト経費により毎年総額 3,000 万円の研究支援を行い、上記研究の方

向性を追究した。21 世紀 COE プログラム「古代日本形成の特質解明の研究教育拠点」

の国際シンポジウム等に毎年 300 万円の学長裁量経費を配分し、世界最高水準の研究

教育拠点形成の充実を図った。 

 

 

 計画１－２「女性研究者に対する要請が高い領域や女性の進出の少ない分野の研究を推

進することにより、優れた女性研究者や高度専門職業人の育成を図る。」に係る状況 

   学長のリーダーシップの下、優れた研究を行う若手女性研究者に、毎年 400 万円の

研究支援を行った。女性研究者支援モデル育成事業「生涯にわたる女性研究者共助シ

ステムの構築」では、博士後期課程修了者等を教育研究支援員として配置し、女性研

究者の研究支援を行うとともに、女性研究者や高度専門職業人育成のためのキャリア

形成支援となるネットワークの充実を図った。「魅力ある大学院教育」イニシアティ

ブ「生活環境の課題発見・解決型女性研究者養成」では、院生が主体となって運営す

る「大学院生の自主企画による研究セミナー」の実施や研究支援を行い、優れた女性

研究者や高度専門職業人の育成を図った（別添資料２－１：院生企画セミナー）。 

 

 

 b)「小項目１」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 高度な基礎研究と応用研究及び学際研究を推進するため毎年総額 3,000

万円のプロジェクト経費を配分した。優れた研究を行う若手女性研究者を育成するた

め若手女性研究者支援経費制度を創設し、総額 400 万円の研究支援を実施した。21 世

紀 COE プログラム等への学内支援を行ったことなどから、高度な基礎研究及び学際研

究等を推進するため、個性的かつ独創的な研究課題の策定に努めたと判断される。 

 

 

 ○小項目２「国内的のみならず国際的にも高く評価される研究水準の達成に努める。」の

分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画２－１「学長を中心に重点領域を策定し、以下の研究分野において、独創的な基礎

的・萌芽的研究、創造性に富む先端的研究、特色ある領域横断的な学際的研究等に一定

の評価を行いつつ重点的育成を図る。 

     １）文化の多義性、多様性を追究し、情報を中心に据え、新たな日本社会のア

イデンティティの確立を目指す研究領域を進展させる。 
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     ２）社会の変化に対応する新しい社会生活環境の構築を目指す研究領域を進展

させる。 

     ３）環境と身体生命活動を調和させ、共生を図るための自然科学的見地からの

研究領域を進展させる。 

     ４）自然現象あるいは人間と社会が関わる現象を複合的な視点から解明する研

究領域を進展させる。」に係る状況 

  １）21 世紀 COE プログラムとの関連の中で、東アジア及び欧米諸文化との比較研究の

発展、深化を図り、文化の多義性、多様性を追求し、新たな日本社会のアイデンティ

ティの確立を目指す研究領域を進展させた。（重点的に取り組む領域説明書：64－01） 

  ２）人間の相互扶助・環境との共生、持続可能な社会の構築等に関する融合的・実践

的研究を通して、新しい社会生活環境の構築を目指す研究領域を進展させた。（重点

的に取り組む領域説明書：64－02） 

  ３）生物の環境応答機構の解明と自然・生態環境の保全等、共生自然科学に関わる諸

問題について、理系の２学部及び大学院、共生科学研究センターが連携しつつ、領域

横断的研究を推進した。（重点的に取り組む領域説明書：64－03） 

  ４）自然現象あるいは人間と自然や社会が関わるさまざまな現象を、情報や数理的な

方法、あるいは物質科学的方法を用いて、複合的な視点からの研究・研究交流活動を

展開した。（重点的に取り組む領域説明書：64－04） 

   以上４重点研究分野において、独創的な基礎的・萌芽的研究、創造性に富む先端的

研究、特色ある領域横断的な学際的研究等に一定の評価を行いつつ重点的育成を図っ

た。 

 

 

 計画２－２「アジアに関する諸課題や女性のエンパワーメントに関して国の内外での共

同研究を推進する。」に係る状況 

   アジア・ジェンダー文化学研究センターを中心に、中国新疆ウイグル自治区におけ

る少数民族の生活とジェンダーに関するフォーラム等を開催、台湾、韓国等から研究

者を招いて講演会・研究会を開催し、アジアの諸課題やジェンダーに関する共同研究

を推進した。（重点的に取り組む領域説明書：64－05） 

 

 

 計画２－３「分野別に多様な指標を設定するなど、研究の質的・量的レベルを測るシス

テムを検討する。」に係る状況 

   16 年度設置の評価企画室を中心に、全 336 項目から成る研究者情報データベースを

構築・導入した。18 年度の全学自己点検・評価や 19 年度の認証評価で教員個々の研

究の質的、量的レベルの把握に利用すると同時に、教員個人の研究活動等を評価する

ためのシステムを構築・整備した。 

 

 

 b)「小項目２」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 重点領域を策定し、独創的な基礎的・萌芽的研究、創造性に富む先端的

研究、特色ある領域横断的な学際的研究等に一定の評価を行いつつ重点的育成を図っ

ており、国内的・国際的にも高く評価される研究水準の達成に努めたと判断される。 

 

 

 ○小項目３「研究成果を国内外に広く発信し、「知的資源」の社会への還元を図る。」の

分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画３－１「研究成果を効果的に社会に発信し、還元するためのシステムを整備する。」
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に係る状況 

   研究者情報データベースに蓄積された公開可能な研究成果を研究者総覧としてホー

ムページから効果的に社会に発信・還元するシステムを整備した。産学官交流フェア

等への出展、本学主催の研究フォーラムの開催等を通じて、研究紹介集や産学官連携

推進レター等の配付により、本学教員のシーズや研究成果を紹介し、本学が保有する

知的資源の社会への還元を図った。Web 上からも、本学が保有する知的資源や研究成

果を社会に還元した（資料２－１：産学官連携推進レター発刊等状況）。 

   （資料２－１：産学官連携推進レター発刊等状況） 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

産学官連携推進レターの発刊数  9  7  6  5 

メールマガジンの発信数 14 42 48 48 

 

 

 b)「小項目３」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 教員の研究活動を研究者総覧、研究紹介集、産学官連携推進レターとし

てホームページ等で国内外に広く情報発信していることから、知的資源の社会への還

元を図ったと判断される。 

 

 

②中項目１の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 高度な基礎研究と応用研究及び学際研究を推進するためのプロジェクト

経費、優れた研究を行う若手女性研究者支援経費、21 世紀 COE プログラム等への学内

支援を行い、個性的かつ独創的な研究課題の策定に努めた。重点領域を策定し、独創

的な基礎的・萌芽的研究、創造性に富む先端的研究、特色ある領域横断的な学際的研

究等に一定の評価を行いつつ重点的育成を図っており、国内的・国際的にも高く評価

される研究水準の達成に努めた。 

   以上のことから、研究水準及び研究の成果等に関する目標の達成状況は良好である

と判断される。 

 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

  (優れた点) 

  １．高度な基礎研究と応用研究、独創的な研究、学際的研究等の組織的構築を図るた

め、優れた研究グループに、プロジェクト経費により毎年総額 3,000 万円の研究支

援を行い、21 世紀 COE プログラムへの学内支援を行い、世界最高水準の研究教育拠

点形成の充実を図った（計画１－１）。 

  (改善を要する点) 該当なし 

  (特色ある点) 

  １．男女共同参画社会をリードする人材育成を図るため、優れた研究を行う若手女性

研究者への研究支援制度の創設・実施及び「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

「生活環境の課題発見・解決型女性研究者養成」では院生による研究セミナー等の

自主企画・運営力を養成し、優れた女性研究者や高度専門職業人の育成を図った（計

画１－２）。 
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(２)中項目２「研究実施体制等の整備に関する目標」の達成状況分析 

 

①小項目の分析 
 ○小項目１「研究目標・課題を達成するために、適切な研究者の配置を図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画１－１「幅広い学問分野を教育することに配慮するとともに、研究目標・課題を達

成するために適切な研究者の配置を行う。」に係る状況 

   大学の第 3 の使命である社会連携活動を強化するため、16 年度に国際交流センター

を、17 年度に社会連携センターを設置、それぞれ担当教授を採用、国際交流・社会連

携の強化・充実を図るため適切な研究者の配置を行った。 

   若手研究者の育成を図るため大学院や 21 世紀 COE プログラム関連等に RA を配置す

るとともに、博士研究員受入内規を定め、流動的研究者等の受入れを推進し、適切な

研究者の配置を図った。（資料２－２：RA 採用、博士研究員受入数）。 

   （資料２－２：RA 採用、博士研究員受入数） 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

RA 採用数 24 34 47 39 

博士研究員受入数 － 19 21 33 

 

 

 計画１－２「学内の共同研究を総括し共同研究拠点づくりを推進する。」に係る状況 

   学内の共同研究を統括・発展させるため、学長を中心に共同研究拠点づくりを推進

した。17 年度に、21 世紀 COE プログラムの体制強化のため古代学学術研究センター

を設置、同年アジア・ジェンダー文化学研究センターを設置し、学内外研究機関・研

究者との連携強化を推進した。既存の共生科学研究センターでは、学内外研究者・研

究機関と連携して共生自然科学分野における共同研究拠点づくりを推進した。 

 

 

 b)「小項目１」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 国際交流及び社会連携を推進するため、国際交流担当及び社会連携担当

教授を採用するとともに、国際交流センター及び社会連携センターを設置し、学内の

共同研究を一層発展させるため古代学学術研究センター及びアジア・ジェンダー文化

学研究センターを設置し、研究目標・課題を達成するために、適切な研究者の配置を

図ったと判断される。 

 

 

 ○小項目２「研究を効果的に進めるための設備の充実を図る。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画２－１「学内施設の有効活用を図るとともに、共通実験設備などを含む研究基盤設

備を整備・充実し、研究体制の強化を図る。」に係る状況 

   総合研究棟 H 棟では、大学としての重点分野研究、地域連携事業、産学連携事業等

を進めるため、学内公募で重点プロジェクトを優先的に入居させ研究体制の強化を図

った。スペースチャージ制として 1,000 円/㎡/年を設定し、学内の研究スペースの有

効利用を図った。18 年新設のコラボレーションセンター等でも全学共用スペースの有

効活用を図った。 

 

 

 計画２－２「データベースや電子ジャーナルを含む学術雑誌・図書の充実を通じて研

究支援体制の強化を図る。」に係る状況 
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   附属図書館では、電子ジャーナルを含む学術雑誌、図書の維持・整備を通じて研究

支援体制の強化を図った。電子ジャーナルに関しては、恒常的な維持・整備を図るた

め、全学共通経費化が図られた。附属図書館蔵書構築方針に基づき教育研究用図書の

充実を図った（資料１－13：附属図書館蔵書等状況、P18 参照）。 

 

 

 b)「小項目２」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 総合研究棟 H 棟の研究スペースの有効利用やコラボレーションセンター

等の全学共用スペースの有効活用を図り、電子ジャーナルを含む学術雑誌、図書の維

持・整備を図ったことから、研究を効果的に進めるための設備の充実を図っていると

判断される。 

 

 

 ○小項目３「学内外の共同研究を推進できる研究体制及び研究支援体制を整える。」の分

析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画３－１「学内及び他大学や研究機関等との連携による共同研究の推進に努める。」に

係る状況 

   学内外研究機関・研究者との連携による共同研究の推進を図るため、ホームページ

に研究助成等に関する公募情報を随時掲載し、メールにより広く情報提供を行った。 

   共生科学研究センターでは、17 年以降日本原子力研究所と共同研究を推進した。そ

の他、全学部、大学院で国内外の大学、研究機関、企業等との共同研究を活発に行っ

た。 

 

 

 計画３－２「附属学校園との連携による共同研究の推進を図る。」に係る状況 

   16 年設置の教育システム研究開発センターを中心に、大学と附属学校園が連携して

共同研究を推進し、その成果をホームページ、ニューズレター等によって学内外に情

報発信した。特に 18 年度に附属三校園は「幼・小・中等 15 年間にわたり、事物認識

とその表現形成の徹底化を通して、独創的で『ねばり強い』思考能力を育成する教育

課程の開発」のタイトルで文部科学省の研究開発校の指定を受け、共同研究の推進を

図った。 

 

 

 b)「小項目３」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) ホームページに研究助成等に関する公募情報を掲載するとともにメール

で通知し、共生科学研究センターが関連部局と連携し日本原子力研究所との共同研究

を行い、附属学校園との共同研究の推進を図るため教育システム研究開発センターを

設置したことから、学内外の共同研究を推進できる研究体制及び研究支援体制を整え

ていると判断される。 

 

 

 ○小項目４「研究活動等の状況や問題点を把握するため、研究評価システムを確立する。」

の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画４－１「本学における研究実施体制並びに組織や教員個人の研究活動等を評価する

ためのシステムを構築・整備する。」に係る状況 

   教員の研究活動評価の実施に向け、研究者情報データベースに基づき組織や教員の
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研究活動を把握し、各種評価に利用した。18 年度全学自己点検・評価では、研究実施

体制の自己点検・評価を実施し、評価結果をホームページで広く社会に公表した。19

年度には、評価企画室において研究活動等に関する教員評価についてのシステムを構

築・整備した。 

 

 

 計画４－２「上記で策定された評価システムに基づき、組織や教員個人の研究活動に関

する評価を実施し、その評価結果を研究の質の改善に反映させる。」に係る状況 

   19 年度大学評価・学位授与機構の認証評価における選択的評価事項 A（研究活動の

状況）を受け、評価結果を各学部へフィードバックし、研究の質の改善に役立てた。

教員個人の研究活動に関する評価システムについては、19 年度に評価企画室で検討、

試行評価を行い、「奈良女子大学教員評価の実施について」を制定するとともに、学

長から示された「教員の個人評価と処遇に関する基本的な考え方」に沿って、20 年度

から教員評価を実施することとした（別添資料１－13：教員評価ホームページ、P20

参照）。 

 

 

 b)「小項目４」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 教員の研究活動に関する評価システムを構築し、「奈良女子大学教員評

価の実施について」を制定、本格的な教員評価の実施に向けた試行を行った。この教

員評価は、20 年度から始め 3 年に一度実施するが、同時に毎年の研究活動実績の報告

とその自己評価、自己評価に基づく部局評価を行うシステムとなっており、組織レベ

ル・教員個人レベルの評価結果を研究の質の改善に反映できると判断される。 

 

 

 ○小項目５「研究に対する評価結果を踏まえ、大学としての研究目標について定期的に

見直しを行う。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画５－１「基盤的研究費を確保しつつ、重点的かつ適正な研究費の配分を図る。」に

係る状況 

   予算編成方針を定め、同方針に基づいて基盤経費分を確保しつつ、プロジェクト経

費の学内公募を実施し、採択審査会において審査し、採択されたプロジェクトに対し

て重点的かつ適正な配分を図った（別添資料２－２：19 年度学内予算編成方針）。研

究成果は、事後評価を行うとともに、広く社会へ情報発信した。採択審査会で、毎年

採択されたプロジェクト研究の評価結果を踏まえ、投資効果や配分額、審査基準や審

査方法等の検討・見直し作業を行った。 

 

 

 b)「小項目５」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 予算編成方針を定め、プロジェクト経費等の重点的かつ適正な配分を行

った。プロジェクト終了後は、研究報告書の提出を義務付けると同時に事後評価を行

い、研究発表会を開催した。研究に対する評価結果を踏まえ、大学としての研究目標

について定期的に見直しを行っていると判断される。 

 

 

 ○小項目６「知的財産の創出、管理及び活用を推進する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画６－１「知的財産の管理・活用指針、秘密情報の保護などに関する規程を定める。」
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に係る状況 

   知的財産の管理・活用指針、秘密情報の保護等のために、16 年に知的財産ポリシー

及び職務発明等規程を制定・施行し、全教職員に情報提供した。 

 

 

 計画６－２「知的財産の管理運営体制の充実を図り、知的財産の創出を促進する。」に係

る状況 

   知的財産権の適切な管理運営を図るため、発明届が出た場合、速やかに発明審査委

員会を開催し、知的財産権の承継等について審議し、知的財産の創出を促進した結果、

下表にみられるような国際出願等で成果が上がっている（資料２－３：知的財産関係

件数）。また、19 年度には、大学保有特許を企業に有償譲渡することを決定した。 

   （資料２－３：知的財産関係件数） 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

届出件数 8 8 3 3 

大学帰属件数 1 6 2 2 

特許出願件数  7 2 1 

実用新案登録件数   1  

国際出願（ＰＣＴ出願）   1 2 

 

 

 b)「小項目６」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 知的財産の管理・活用指針、秘密情報の保護などのため知的財産ポリ及

び「職務発明等規程」を制定するとともに、発明審査委員会においては迅速かつ厳正

な審査を行うとともに、知的財産の創出、管理及び活用を推進していると判断される。 

 

 

②中項目２の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 学内の共同研究を一層発展させるため古代学学術研究センター及びアジ

ア・ジェンダー文化学研究センターを設置し、研究目標・課題を達成するために、適

切な研究者の配置を図った。日本原子力研究所との共同研究のため共生科学研究セン

ターが関連部局と連携し、附属学校園との共同研究のため教育システム研究開発セン

ターを設置するなど、学内外の共同研究を推進する研究体制及び研究支援体制を整え

た。予算編成方針を定め、前年度の事後評価を参考にプロジェクト経費等の重点的か

つ適正な配分を行い、研究に対する評価結果を踏まえ、大学としての研究目標につい

て定期的に見直しを行った。 

   以上のことから、研究実施体制等の整備に関する目標の達成状況は良好であると判

断される。 

 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

  (優れた点) 

  １．予算編成方針を定め、前年度の事後評価を参考にプロジェクト経費の学内公募を

実施し、採択審査会において審査し、採択されたプロジェクトに対して重点的かつ

適正な配分を行った（計画５－１）。 

  (改善を要する点) 該当なし 

  (特色ある点) 

  １．文部科学省の研究開発校の指定を受けた「幼・小・中等 15 年間にわたり、事物認

識とその表現形成の徹底化を通して、独創的で『ねばり強い』思考能力を育成する
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教育課程の開発」により附属学校園との連携による共同研究を教育システム研究開

発センターで推進している（計画３－１）。 
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３ 社会との連携、国際交流等に関する目標(大項目) 
 

(１)中項目１「社会との連携、国際交流等に関する目標」の達成状況分析 

 
①小項目の分析 
 ○小項目１「社会人教育の充実を図るなど教育面で社会への情報発信や啓発活動を推進

するとともに、大学が保有する研究成果を公開し産学官連携を推進する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画１－１「地方自治体等との連携を強化しながら、生活、教育、文化、産業、行政等

の諸分野における地域貢献を推進するための組織の整備に努める。」に係る状況 

   社会連携を強化するため、17 年度に社会連携センターを設置し、その下に地域連携

推進部門を置き、地域連携の強化に向けた組織的な活動を行った。 

   地方自治体等との連携のもとに実施の 15・16 年度の地域貢献特別支援事業を踏まえ、

17 年度以降新たな地域連携事業実施計画を策定し、毎年７、８事業を実施し、地方自

治体等との連携を強化した（別添資料３－１：平成 19 年度地域貢献事業概要）。 

 

 

 計画１－２「地域社会の生涯学習ニーズに積極的に応えるために、広報活動を通じて教

育研究内容・成果を広く社会に発信するとともに、地域社会の担い手となる女性リーダ

ーの養成、社会人の再教育、公開講座の充実、大学施設の開放、デジタルアーカイブの

充実等に努める。」に係る状況 

   奈良県立教育研究所との連携により教職員対象の公開講座を実施して教員リカレン

トの要請に応え、放送大学奈良学習センターとの共催によりシリーズ講座を実施し、

生涯学習に関するアンケート調査結果に基づく地域ニーズを踏まえた奈良の地域性

や歴史、食、健康問題に関する講座等の充実を図った（別添資料３－２：19 年度公開

講座等一覧）。 

   地域貢献特別支援事業として、男女共同参画社会の実現に寄与できる人材育成を図

るために地域女性リーダー育成事業等により地域社会の生涯学習ニーズに応えた（別

添資料３－１：19 年度地域貢献事業概要、P37 参照）。 

 

 

 計画１－３「重要文化財（記念館等）、文化財、埋蔵文化財など、学内の歴史遺産を整備

し、地域社会にも開かれた学内文化財の有効活用を図る。」に係る状況 

   重要文化財に対する理解と認識を得るとともに、開かれた大学として地域との連携

を深めることを目指し、毎年春と秋の２回、記念館を一般公開した（資料３－１：記

念館一般公開）。記念館２階講堂は、講演会、シンポジウム等の会場としても学内外

で数多く利用され、有効活用を図った。 

  （資料３－１：記念館一般公開） 

年 度  期 間  特 別 展 示  入 館 者 数

平 成 16 年 春  4/29～5/5 「日 曜 画 家 ギャラリー～記 念 館 とその周 辺 ～」 2,349 

平 成 16 年 秋  11/1～11/7 「大 学 界 隈 とまちかど博 物 館 」 1,393 

平 成 17 年 春  4/29～5/5 「池 田 小 菊 の奈 良  志 賀 直 哉 に師 事 した女 性 教 育 者 」 1,341 

平 成 1７年 秋  11/1～11/7 「『持 続 可 能 な暮 らしと社 会 』ドイツ環 境 保 全 展 」 1,464 

平 成 18 年 春  4/29～5/7 「奈 良 きたまちと奈 良 女 子 大 学 」 1,751 

平 成 18 年 秋  10/24～11/12 「描 いて学 ぶ－奈 良 女 子 大 学 教 員 による建 物 についての作 品 展 －」 4,140 

平 成 19 年 春  4/29～5/6 
「奈 良 女 子 大 学 百 年 ピアノ展 ～修 復 の軌 跡 ～」 

「奈 良 女 子 大 学 所 蔵 正 倉 院 模 造 宝 物 展 」 
1,139 

平 成 19 年 秋  11/2～11/12 
「万 葉 日 本 画 展  鈴 木 靖 将 の世 界 」 

「奈 良 女 子 大 学 所 属 正 倉 院 模 造 宝 物 展 」 
2,556 
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 計画１－４「産学官連携推進室を整備し、近隣の諸機関との協力関係を強化し、共同研

究の推進を図る。さらに、大学が保有する知的シーズの発信を促進するとともに、民間

等の他機関からのニーズの把握にも努める。」に係る状況 

   学長直轄組織であった産学官連携推進室は、17 年度設置の社会連携センターの下で

産学官連携推進部門として新たな活動を行っている。 

   地域や産業界からのニーズに応えるため、研究紹介集や産学官連携推進レターを発

刊するとともに、ホームページに掲載し、最新の知的シーズや産学官交流活動の情報

発信を広く行い、共同研究等の受入れの促進を図った。メールマガジン等により、大

学の諸活動・知的シーズについて情報発信し、ニーズの把握に努めた（資料２－１：

産学官連携推進レター発刊等状況、P29 参照）。 

 

 

 計画１－５「利益相反に関する指針等、産学官連携上、教職員が守るべきガイドライン

を定める。」に係る状況 

   16 年度に利益相反マネジメントポリシーを策定し、学内外に周知するとともに、今

後起こりうる利益相反問題に対応するため、利益相反委員会を立ち上げた。利益相反

実態調査票を作成し、産学官連携活動を行っている相手企業の株式保有状況等を調査

対象にして、利益相反マネジメント調査を行った。 

 

 

 b)「小項目１」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 地方自治体等との連携をもとにした各地域貢献特別支援事業の実施、奈

良県立教育研究所、放送大学奈良学習センター等との連携による公開講座の実施等に

より、社会への情報発信や啓発活動を推進するとともに、研究紹介集、産学連携推進

レターの発刊・ホームページ掲載等により、研究成果を公開し産学官連携を推進して

いると判断される。17 年度には社会連携センターが設置され、外部資金獲得や地域貢

献事業等で大きな成果を上げた。 

 

 

 ○小項目２「地域社会等の連携を図り、地域貢献を推進する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画２－１「奈良県大学連合（奈良県内の国公私立大学により平成 13 年３月に結成され

た連携・協力組織）により、大学間の連携強化を図り、地域への貢献に努める。」に係

る状況 

   奈良県大学連合として、一般市民を対象とするなら講座を実施し、生涯学習ニーズ

に応えたり（別添資料３－２：19 年度公開講座等一覧、P37 参照）、奈良県や加盟大

学と連携を図り、７月～９月に奈良県インターンシップを実施した（19 年度は参加企

業 87 社、加盟大学学生 178 名）。また、19、20 年度は本学が大学連合事務局を務め、

地域の関係機関との連携の充実を図った。 

 

 

 計画２－２「地域における大学以外の諸機関との間で連携を強化し、知的・人的交流の

推進を図る。」に係る状況 

   財団法人大和文華館との研究・教育交流の促進を図る連携協力に関する協定締結や、

奈良文化財研究所、正倉院事務所等の外部研究機関から客員教員として招聘、国立歴

史民俗博物館から COE 特任教員を採用し研究活動の推進を図り、知的・人的交流の推

進を図った。 
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 b)「小項目２」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 奈良県大学連合を通して県内大学と連携・協力し、生涯学習ニーズに応

えて地域貢献を推進している。大学以外の機関から客員教員や COE 特任教員として採

用し、地域社会等との連携を図っていると判断される。 

 

 

 ○小項目３「国際的な交流・連携・協力活動を推進する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画３－１「国際交流計画を策定し、それに基づいて、交流協定校をはじめとする海外

の諸大学等との教育研究上の交流を促進する。」に係る状況 

   17 年度に国際交流の基本方針を定め、国際交流センターを中心に交流協定締結校等

と教育研究上の交流を促進した（別添資料１－９：国際交流の基本方針、P13 参照）。

例えば、奈良女子大学教員の国際交流協定締結校への派遣に関する規程を定め、南京

大学及び蘇州大学に教員を派遣し教育研究上の交流を促進した（資料３－２：教員派

遣事業）。 

  （資料３－２：教員派遣事業） 

期間 派遣大学 講師 講 義 

南京大学 
大学院人間 

文化教授 

「奈良について」、「奈良文化について」、「万葉集全貌」、「万葉集

の作品 1」、「万葉集の作品 2」 
平成 

18 年度 
蘇州大学 文学部教授 

「竹取物語」、「平安京の環境と文学―『源氏物語』を材料として」、

「日本霊異記」、「文学表現と文字―『三宝絵』を中心に」、「伊勢物

語」、「国文学研究法」 

南京大学 文学部教授 

「奈良と日本近代文学－志賀直哉を中心に－」、「泉鏡花紹介と『瞽判

事』、『義血侠血』」、「泉鏡花と日本の近代作家」、「『義血侠血』

と『滝の白糸』」、「映画『滝の白糸』鑑賞」 
平成 

19 年度 

蘇州大学 
生活環境 

学部教授 

「奈良朝における唐風服飾」、「法隆寺・正倉院の染織」、「平安貴族

の美意識」、「武家服飾」、「日本の染色から－友禅－」、「名物裂」、

「日本の服飾における文学表現」、「能・狂言の装束」、「歌舞伎の衣

装」、「きものを着る－浴衣－」、「きものを着る－袷・袴－」 

 

 

 計画３－２「アジア諸国を始めとする留学生の受入れの強化に向けて、支援体制の整備

を図る。」に係る状況 

   台湾、韓国、ベトナムで開催の日本留学フェアに教職員が参加し、きめ細かな情報

提供を行った。また、留学生数の増加に対応し、奈良女子大学国際交流基金による奨

学金支給対象者を拡大するとともに交流協定締結校から推薦される優秀な学生を同

基金の支援を得て受け入れる制度を新たに設ける等、支援体制の整備を図った。 

 

 

 計画３－３「国際交流に必要な施設、設備、資料等の整備を図るとともに、その活用方

策を検討する。」に係る状況 

   旧学長宿舎を改修し、外国人研究者等の宿泊施設として NWU 奈良会館を開設し、多

くの利用に供した。18 年度には、国際交流センター室を設置し、外国人留学生及び海

外留学を希望する日本人学生のために図書資料等の閲覧・貸し出しや日本語自習シス

テムの利用等に供するためにパソコンを設置する等、留学生支援を中心とした施設、

設備、資料等の整備・活用を図った。 
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 b)「小項目３」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 国際交流の基本方針を定め、交流協定校への教員派遣、短期語学研修の

実施、特待留学生の受入れ整備、外国人研究者の宿泊施設整備等を図ったことから、

教育研究上の国際的な交流・連携・協力活動を推進していると判断される。 

 

 

 ○小項目４「広くアジア諸国と連携・協力して女子教育を推進する。」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画４－１「五女子大学コンソーシアム協定に基づくアフガニスタン女子教育支援事業

を推進するとともに、アジア諸国を中心に教育研究活動に関連した国際貢献に努める。」

に係る状況 

   五女子大学コンソーシアムによるアフガニスタン女子教育支援のため、附属学校を

はじめ、地域社会等との連携・協力のもと研修事業を実施し国際貢献に努めた。研修

員から満足度の高い評価を得た。カブール大学の女性教員を国費留学生として大学院

博士前期課程に受入れ、学位取得後も帰国留学生を招聘しての短期再教育を行った

（別添資料３－３：アフガニスタン女子教育支援）。ユネスコ文化遺産保存信託基金

によるパキスタン・ガンダーラ遺跡保存プロジェクト等に参加し、歴史的遺跡の調査

や保存活動を支援する等、国際貢献に努めた。 

 

 

 計画４－２「国際シンポジウム・国際会議の開催、国際共同研究を推進する。」に係る状

況 

   国際シンポジウムや国際会議の開催、また、当該会議等への参加・発表を通じて、

研究成果等を海外に発信するとともに、海外の研究動向を的確に把握することで研究

水準の向上に努めた。海外の研究機関等との共同研究を推進した（資料３－３：国際

シンポジウム等開催等状況）。 

   （資料３－３：国際シンポジウム等開催等状況） 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

国際シンポジウム等の開催  8  8  9  9 

国際共同研究等 

（海外研究活動を含む） 
43 64 51 21 

 

 

 b)「小項目４」の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が良好である 

  (判断理由) 五女子大学コンソーシアムでの女性教員研修、大学独自の講演会やフォ

ーラム等の実施、カブール大学からの国費留学生の受入れ等によるアフガニスタン女

子教育支援事業を通じて、教育研究活動に関連した国際貢献等を図ったことから、広

くアジア諸国と連携・協力して女子教育を推進していると判断される。 

 

 

②中項目１の達成状況 

  (達成状況の判断) 目標の達成状況が非常に優れている 

  (判断理由) 社会連携において、地方自治体等との連携をもとにした各地域貢献特別

支援事業の実施、奈良県立教育研究所等との連携による講座実施等により、社会への

情報発信や啓発活動を推進するとともに、研究紹介・シーズ集、産学連携推進レター

の発刊・ホームページ掲載等により、研究成果を公開し産学官連携を推進している。 
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   国際交流においては、基本方針を定め、新たな事業として、二つの交流協定締結校

での集中講義実施のための教員派遣、短期語学研修の実施、特待留学生の受入れ制度

の整備等を図った。アフガニスタンの女性教員研修等を通じて国際貢献に寄与してい

る。 

   以上のことから、社会との連携、国際交流等に関する目標の達成状況は非常に優れ

ていると判断される。 

 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

  (優れた点) 

  １．地域女性リーダー育成事業、古代奈良を中心とした歴史的文化遺産のデータ化等

の地域貢献特別支援事業を踏まえ、地方自治体等との連携を深めた（計画１－２）。 

  ２．財団法人大和文華館、奈良文化財研究所、国立歴史民族博物館、正倉院事務所等

の外部研究機関との連携を強化し、知的・人的交流の促進を図った（計画２－２）。 

  ３．国際交流協定締結大学（南京大学、蘇州大学）へ教員を派遣し、教育研究上の国

際交流を促進すると同時に相手大学の教育研究の発展に寄与した（計画３－１）。 

  ４．アフガニスタン女子教育支援として、五女子大学コンソーシアムによる女性教員

研修の実施、カブール大学女性教員の国費留学生への受入れ等、国際貢献に努めた

（計画４－１）。 

  (改善を要する点) 該当なし 

  (特色ある点) 

  １．重要文化財である本学記念館を毎年春と秋に一般公開し、２階講堂を講演会、シ

ンポジウム、コンサート等の会場として利用し、文化財の有効活用を図った（計画

１－３）。 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


